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　この「はすだっこ人権通信」は、毎月何人かの教員が、人

権・同和教育に関する情報や、個人の思い・つぶやきなどを発

信します。読んだ方の人権意識の高まりや、新たな発見があれ

ばと思います。ぜひ、ご家庭でお子さんと一緒にご覧いただき

話題にしてみてください。また、ご意見・ご感想等があれば右

記フォームまでお寄せいただけると喜びます！
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「優しさのかたち」
　12月の生活目標は、「困っている人に声をかけよう」でした。１年生のクラスの子どもたちに、「困っている人を見たと
き、どうするといいかな？」と聞くと、「大丈夫？」「どうしたの？」「話聞こうか？」と声をかけて、手伝ってあげると
答えてくれました。誰かの力になろうとすることは、とても素敵な優しさです。でも、優しさにはもう一つのかたちがある
のかなと思いました。できないことがあって困っている人を見たとき、私自身もつい代わりにやってあげたくなります。で
も、その人は、自分の力でがんばりたいと思っているかもしれません。そんな時、あえて手を出さずにそっと見守ってあげ
る、やり方を教えてあげる、「応援してるよ」と声をかけることも優しさになるかもしれません。大切なことは、「自分が
したいこと」ではなく、「相手のためになることはなんだろう。」と考えることではないでしょうか。目に見える行動だけ
が優しさではなく、相手の気持ちに寄り添い、その人らしさを大切にすることが、本当の思いやりにつながっていきます。
いろいろな優しさのかたちに気付き、お互いを尊重しながら過ごしていきたいですね。　　　　　　                 今岡　百花

「友だちの良さを見つけるということ」
　日々子どもたちが学校生活を送る中で、友だちの良さに目を向けることができるといいなと感じることがあります。友だ
ちやクラスの仲間と過ごす中で、自分が気になる行動や嫌だなと感じることに対しては目が向きやすく、悪い面にばかり目
が行きがちになってしまいます。子どもたちに限らず、良い部分よりも悪い部分が目立ってしまうことがあるのではないで
しょうか。いろいろな視点から物事を見ることは難しいですが、偏った見方ではなく、いろいろな視点から物事を考えるこ
とができるようになってほしいなと思っています。子どもたちが友だちの良さにも目を向けることができるように、まずは
自分が子どもたちの良さをたくさん見つけ子どもたちに伝えていきたいと思います。　                                      安達　奈未

「『Ｐ』が教えてくれること」
　音楽には、音の強さを表す記号があります。その一つに「Ｐ（ピアノ）」があります。「弱く」という意味です。子ども
たちは最初、「弱い音は目立たない」「小さくて大丈夫かな」と感じることがあります。しかし、音楽をよく聴いてみる
と、「Ｐ」が書かれているところは、とても大切な場面で使われていることが多いのです。そっと気持ちを伝えたいとき
や、心の内を静かに表したいとき、作曲家はあえて強い音ではなく、弱い音を選びます。小さな音だからこそ、聴く人は自
然と耳をすまし、そこに込められた思いを受け取ろうとします。時には、ピアノがフォルテ以上に強い思いを伝える表現と
なることもあります。  授業では全体が静まり返り、遠くの小さな音に耳を傾ける、そんな時間を設けています。
　私はこの「Ｐ」の音に、人権の大切さを重ねて考えることがあります。人の個性はそれぞれにありますが、私たちは時と
して、強くはっきりとした個性に注目したり、憧れたりすることが多いように感じます。その一方で、自分の弱さを否定し
たり、他者の弱さを受け入れにくくなってしまうこともあります。弱さを悪いものとして捉えたとき、その視線が知らず知
らずのうちに人を傷つけ、いじめへとつながってしまうこともあります。だからこそ、強さだけでなく弱さにも目を向け、
それを否定するのではなく、寄り添い、大切にする在り方を考えてみてはどうでしょうか。
　弱い音があるからこそ音楽が豊かになるように、私たちの周りの小さな声に耳をすますことが、お互いを大切にすること
につながっていくのだと思います。  
　自分の弱さを知っているからこそ、人にやさしくなれる。そんな経験を重ねながら、自分の弱さと向き合い、それを力に
変えて、しなやかに強くなってほしいと願っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今宮　一樹


